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磐梯山噴火からの観光復興：「防災教育と教訓の伝承」の視点から
Destination Reconstruction after the 1888 Eruption of Mt. Bandai:
The utilization of a memorial monument for the disaster prevention education
橋　本　俊　哉*
HASHIMOTO, Toshiya
Abstract: The purpose of this paper is to discuss the utilization of the memorial monument of 
a natural disaster for reconstructing the destination affected by a natural disaster. The results 
are as follows: 1) Residents who are closely united to their community tend to treasure the 
memorial monument in their residential area and they also can play the role of the interpreter 
who convey the reconstruction process to the community's young generations and visitors; 2) 
Residents of a community that is not strongly united do not appreciate the memorial 
monument. In the latter case, the monument firstly needs to be utilized as an education resource 
under the expert's instruction to facilitate the residents' respect for the monument.    
Key words: 災害抵抗力（social disaster control), 磐梯山噴火(eruption of Mt.Bandai)，災害
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パークには，地域の保全だけではなく，教育や観
光を通して地域が持続可能な活動を続けることが
求められている．どんなにすばらしい大地をもっ
ていても，それを守る人がいなければ保全するこ
とは難しい．地域の大地について学ぶジオパーク
学習には，そこの自然災害履歴も含めて学ぶ必要
があるために，防災学習的な側面も多分に有して
いるからである（佐藤，2016）．
まずはそのような“外の眼”を用いた活動を導
入することが，住民に記念碑の存在を意識させる
ことになる．それにより住民自身が，建立した先
人の想いと建てられた理由となった災害履歴につ
いて，理解しようと思うようになれば，専門家か
ら学ぶなどにより，住民が記念碑を「生活文化の
宝」と認識することにつながっていくだろう．そ
うなれば次の段階として，長坂で考えられるよう
な観光の視点の導入も可能となり，観光が復興の
「教育的エンジン」として，自然災害からの復興
を推進できるものと考えられる．
おわりに
今回紹介した磐梯山エリアにおいても，現段階
では，長坂を除いては，建立時の想いが住民や訪
問者に十分に伝えられているとはいえない．住民
や訪問者と災害記念碑を心理的に近づけるために，
磐梯山噴火にまつわる記念碑を紹介する親しみや
すいマップを作成することなどは，ひとつの有効
な手だてと考えられる．
防災教育や教訓の伝承は，住民の意識に訴える
ことによって次の災害への備えの素地となり，地
域の防災力のすそ野を広げ，結果として地域の災
害抵抗力の向上につながる重要な視点であり，こ
うした視点なくして観光の「教育的エンジン」も
有効に機能しえないだろう．この地域のジオツ
アー学習に参加した生徒の中から，ゆくゆくは地
元の災害の履歴についても解説できる専門家やガ
イドが育つことを期待したい．
付　記
本調査は，文部科学省科学研究費基盤研究B(16H03334)「自
然災害に対する観光地の ｢災害弾力性｣ に関する評価指標
の開発」（研究代表者：橋本俊哉）により実施されたもので
ある．
注
1）	 筆者らは，2013年以来，本稿で取り上げている磐梯山
地域において，東日本大震災からの観光復興の現地調
査に取り組んできている．構成員は立教大学観光学部
橋本研究室・文教大学国際学部海津研究室の教員・学
生による共同プロジェクトチームである．現地の主な
調査パートナーは裏磐梯エコツーリズム協会で，2016
年からは磐梯山噴火記念館，2017年度からは磐梯山ジ
オパーク協議会とも協力しながら進めている．
2）	 防災教育を通じて後世に教訓を伝えていくことの重要
性は，2012年6月に改正された災害対策基本法に，災
害教訓を伝承することが住民の責務として明記される
とともに，国・地方公共団体，民間事業者を含めた各
防災機関において防災教育を行うことが努力義務化さ
れた（第7条，第46条，第47条2項等）．
3）	 関東大震災を経験した寺田寅彦は，津波碑について
「はじめは人目に付きやすい処に立ててあるのが，道路
改修，市区改正等の行われる度にあちらこちらと移さ
れて，おしまいにはどこの山蔭の竹藪の中に埋もれな
いとも限らない…その碑石が八重葎に埋もれた頃に，
時分はよしと次の津浪がそろそろ準備されるのであろ
う」（『鉄塔』1933年5月」）と指摘している（寺田，
2011）．また糸原（2014）は，今回の東日本大震災にお
いて，多くの津波碑が健在であったことから，その意
味では先人の知恵が生かされたとしながらも，年配の
方で津波防災に関心をもち活動をされてきた方を除く
と，津波碑の存在に気づかなかった，知らなかったと
いう住民が相当程度存在したことを指摘している．
４）	 桧原村では人口653人のうち234人（35.8％）が，猪苗
代町では4858人のうちの178人（3.7％）が犠牲になっ
ている（磐梯山噴火百周年記念事業協議会編，1988）．
５）	 本節の記述は主に佐藤（2001），米地（2006）を参考に
している．
６）	 犠牲者数は資料により若干異なる．以下，断りのない
限り『北塩原村史通史編』に紹介されている内閣府
「1988磐梯山噴火報告書」をもとにしている．
７）	 噴火前年の1887（明治20）年夏に，日本鉄道奥州線
（現JR東北本線）白河-郡山間が，同年の暮れに郡山-
塩竃間が，それぞれ開通したばかりであった．
８）	 この節の記述は，主に阿部（2001），福島民報社（2001）
を参考にしている．
９）	「大地の公園」を意味するジオパークは，ユネスコ（国
連教育科学文化機関）が認定する世界ジオパークと，
日本ジオパーク委員会が認定する日本版がある．2017
年9月現在，日本には洞爺湖有珠山から阿蘇まで世界
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ジオパークが8カ所，日本ジオパークには磐梯山を含
む43地域が認定されている．
	 磐梯山ジオパークは，山体崩壊と岩なだれが繰り返し
起こりふもとに多くの湖沼を誕生させたことが特徴で，
とくに1888年の噴火は，世界で初めて山体崩壊と岩な
だれに関する科学的な調査と記録がなされた点で高い
価値をもつこと，この地に生きる人々は，大昔から火
山災害の恐ろしさと火山がもたらす恵みの両方を受け
とめ，生活を営み歴史を展開してきたことが指摘され
ている（磐梯山ジオパーク協議会「磐梯山ジオパーク
お宝ガイド」）．
10）	 長坂の被害の実態については，過去の研究を詳細に検
討し，信頼できる公式な郡報告（「被害調之儀ニ付上
申」，福島県庁文書）を紹介している米地（2006）によ
る．
11）	 男性4名，女性7名．年齢は未確認であるものの，ほぼ
すべてが70～80代と推察される方々であった．
12）	 米地（2006）は，1989年にこの碑が掘り直された際，
家屋倒壊被害が実際よりも多かった内容に碑文が改ざ
んされていることを紹介し，それが意図的であったか
否かに限らず，結果として改ざんしたことになったの
は，噴火後の心ない報道が一世紀余りにわたって地元
の人びとを苦しめてきたことによるものであると指摘
している．
13）	 長坂地区での聞き取り調査は，17年4月の現地の調査
パートナーとの調査打ち合わせの中で，長坂には「外
の人にも（真実を）知ってほしい」と考えている住民
がいると聞いたことが契機となって実施されたもので
ある．
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